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巻頭言

豊橋市における地域活性化の推進
～インフラ整備とまちづくり～

１�．はじめに
豊橋市は、愛知県の東南端に位置し、東は静岡

県に接し、南は太平洋、西は三河湾に面していま
す。豊かな自然と温暖な気候に恵まれ、古くから
城下町や東海道の宿場町として栄えてきました。
多種多様な農作物の生産や畜産が盛んな農業、三
河港を中心とした工業、そして商業が揃う東三河
地域の中心的なまちです。

一方で、近年は人口減少、少子化・高齢化の進
行や大規模自然災害の頻発等により、社会情勢が
変化しています。このような状況を踏まえ、今後
も発展を続けられるよう、インフラ整備を進める
とともに、本市の特色を生かした新たな産業や交
流の振興を図りながら、活気のあるまちづくりを
進めています。

２�．豊橋新
しん
城
しろ
スマートICの整備と周辺地域

のまちづくり
本市初の東名高速道路ICとなる豊橋新城ス

マートICは、豊川ICと三ヶ日IC（静岡県浜松市）
との間に位置し、豊橋市と新城市の２市にまたが
るICです。現在、一日も早い開通に向け、新城
市及び中日本高速道路株式会社とともに事業を進
めています。この整備により、物流・産業はもち
ろん、医療、防災や観光振興等、様々な面で効果
が期待されています。

このスマートICの整備効果を最大限に活用す
るため、本市では地元地域と連携したまちづくり
を進めており、令和６年にスマートIC周辺の土
地利用構想を、令和７年に土地利用計画を策定し
ました。スマートIC周辺地域では、日本一の栽

培面積を誇る次郎柿の産地が広がり、周辺の山々
とともに美しい里山の景観を形成しています。そ
のため、まちづくりにおいても農地や自然と調和
した土地利用を進めています。地域資源を生かし、
市内外から広く誘客を目指す「広域交流エリア」
や「柿畑活用エリア」、地域農業の新たな価値創
出を目指す「アグリビジネスエリア」等、産業の集
積を図るとともに地域の活性化を目指しています。

今後は、関係者との合意形成を図りながら、早
期実現に向けて事業を推進してまいります。

豊橋新城スマートIC位置図

土地利用計画で示す全体イメージパース

『市内外から広く誘客を目指す』

広域交流エリア（右）

柿畑活用エリア（右上）

『産業の集積を目指す』

産業用地エリア

『地域農業の新たな価値創出を目指す』

アグリビジネスエリア

３�．浜松湖西豊橋道路の早期事業化
浜松湖西豊橋道路は、本市の三河港と浜松市の

三ヶ日JCTを結ぶ約28㎞（愛知県区間は約14.1㎞）
の自動車専用道路です。東名・新東名高速道路、
三遠南信自動車道、国道１号、国道23号名豊道
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路等と一体となって広域道路ネットワークを形成
します。本市には、自動車の輸入で全国トップの
三河港や県境付近の産業集積地を有し、全国屈指
の農業地帯でもあることから、特に物流の迅速
性・定時性の確保が課題となっています。浜松湖
西豊橋道路の整備により、アクセスが向上し、物
流機能の強化や地域産業の更なる発展を期待して
います。また、広域交流の促進、災害時の救急救
命活動や救援物資輸送の強化、さらに、生活道路
や通学路の安全確保など、本市のまちづくりにも
寄与します。

一方、整備による自然環境や景観への影響及び
IC周辺の渋滞を心配する声があります。これに
対応するため、都市計画の説明会に加え、地元住
民からより多くの意見を聞くため、相談窓口の設
置や渋滞対策検討委員会を立ち上げるなど、丁寧
な対応に努めています。現在、都市計画及び環境
影響評価の手続を進め、今後も早期事業化を目指
し、引き続き国や県と連携して進めてまいります。

浜松湖西豊橋道路位置図

４�．多目的屋内施設及び� �
豊橋公園東側エリアの整備
豊橋駅から北東約1.8㎞に位置する豊橋公園は、

歴史ある吉田城址を戦後に整備した豊橋市民の
シンボル的な公園です。この豊橋公園の東側エリ
アに、延べ面積約21,000㎡の多目的屋内施設を
整備しています。スポーツ施設としては、全国で
も珍しいBTコンセッション方式※によるPFI事業
です。多目的屋内施設の整備後、事業者に公共施
設運営権を設定し、30年間の運営を含む契約と
なっています。また、公園基盤施設との一体的な
整備により、災害時の活動拠点として防災機能の
強化を図るとともに、多世代が集う憩いの場とし
て、誰もが安心して利用でき、にぎわいの創出に
つながるよう整備を丁寧に進めてまいります。

豊橋公園東側エリア　整備イメージ

５�．おわりに
豊橋市は令和８年８月１日に市制施行120周年

を迎えます。これからも「豊橋に生まれてよかっ
た」、「住み続けたい」、「外に出てもまた戻ってき
たい」と感じてもらえるインフラ整備とまちづく
りを進めてまいります。

＜用語解説＞
※BTコンセッション方式：民間が施設を建設（Build）

した後、所有権を公共に移し（Transfer）、民間が
長期にわたって施設を運営するという仕組み
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